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定員

ハイブリッド
開催

オンライン＆会場

第1回目9月初旬
15回全

公益資本主義研修ご案内

第10期

日本を代表する経営者や専門家から、21世紀の新しい資本主義＝公益資本主義に
通ずる理念や理論、経営に関する講義を提供し、更には学んだことをどう行動に移し
ていくべきかを考える機会を提供することで、将来の企業経営ひいては日本を率いる
人材を育てる研修です。

2023

対　象

方　式

受 講 料

開 講 日

お申し込み

大手企業の経営幹部候補、経営企画担当者、ベンチャー・中小企業の経営者など  

東京・日本橋または大阪・本町の会場とオンライン配信を繋いだハイブリット開催

￥700,000（消費税別）

9月初旬に第一回、その後原則 隔週水曜日18:00～20:00

別紙「PIC研修受講申込書」を事務局まで、電子メールにてご送付ください。

地球

株主

会社

顧客

仕入先

地域
社会

社員
従業員・経営陣

公益資本主義とは、米国型の株主資本主義でも中国型の国家資本主義でもない、21世紀の人類

社会が直面するいくつもの課題を解決できる資本主義の理想形の姿です。会社を社会の「公器」

として捉え、事業を通じて社会に貢献することを目指します。また、従業員、顧客、株主、仕入先、地

域社会、地球環境も含めた、会社を支える関係者を「社中」と呼び、会社が生み出した利益を公正

に社中に分配することで、会社の持続的な成長を実現させます。また、公益資本主義は実践原則

として社中分配、中長期持続性、イノベーション企業家精神の3つを提唱しています。

公益資本主義とは

公益資本主義研修が生み出す人材像

日本を率いてきた経営者や専門家から
知識やノウハウをもとに、
自分で考える力を持った人材

公益資本主義の理念を理解し、
経営や業務の中に公益資本主義を実装する
アイディアを持つ人材

社内成績だけにとらわれず、
広い視野と高い視座を持ち、
社外に豊富な人脈を持つ人材

変化の激しい世の中で会社を
持続的に発展させていくための
知恵と行動力を伴った人材

期　間 15回全2023 9年 月 3月2024年～

お問い合わせ先 アライアンス・フォーラム財団　研修事務局　担当：岩田（志）
E-mail : pic.seminar@allianceforum.org TEL : 045-232-4281



食品メーカー　グループ長

コンサルティング業　代表取締役

不動産ディベロッパー　主事

電機メーカー　部長 製薬会社　部長

食品メーカー　部長 鉄道会社　課長

鉄道関連サービス業　部長

建築会社　課長人材サービス業　本部長

専門学校　顧問 飲食業　代表取締役

過去受講生のお勤め先（例） 所属企業の内訳
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早稲田大学　名誉教授

上村　達男 氏

日本の企業法制は、ここ３０年ほどで企業社会・市民社会の根幹を支える基本法と

しての性格を失いつつある。企業を取り巻くルールの会社法離れが著しいが、それ

はこの分野で経験豊富な欧州の行き方の逆流をいくものである。日本の国力の三

流化がいわれるが、それはこの問題を疎かにしてきたためである。本講では、公益

資本主義を踏まえた『本物の』「新しい資本主義」とは何かを論じてみたい。

(株) 東京ドーム
代表取締役会長 CEO

北原　義一 氏

世界各国で貧富の差が拡大している今、その処方箋となるのが公益資本主義の考え

方です。また、変化の後追いでは革新は生まれません。研修を通して自ら変化を起こす

磁場のような存在になってください。
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東レ (株)
代表取締役社長

日覺　昭廣氏

東レ株式会社は、地球環境問題や健康長寿社会の実現などの社会的課題の解に

革新的な素材の力で貢献しています。講義では「人を基本とする経営」「現場主義」

など日本的経営の強みについて皆さんと一緒に考えます。

PIC研修は、アカデミックなフレームワークと公益資本主義的な活動の具体例
の両方の側面から構成され、自分の組織に当てはめて考えることができる内
容であり、とてもバランスがよいプログラムだと感じました。

（大手電機メーカー　部長）

この研修を受けて、自分のチームとの一体感を小手先の施策で生み出そうと
していたのではないかと反省しました。会社や株主のためだけに働くのでは
なく、社会に貢献し還元する仕事になっているか意識して取り組んでいきたい
と感じました。   　　（大手人材サービス業　部長）

研修を通して、社内外で起こっている事象を正確に把握するアンテナを育てる
ことが出来ました。このアンテナをベースにして、様々な事象に興味を持ち、正
しいことをしていきたいです。

（大手製薬メーカー　社員）

研修受講後、自分自身の意識の変化を感じています。日本の経済政策への関
心度や各社の決算発表の見方等の変化があり、日々の業務においても、「これ
は公益資本主義的かどうか」という視点が加わりました。幅広い視野で学ぶこ
との大切さを改めて実感しました。    （大手不動産業　社員）

過去受講生の声



神永　晉氏

より多くの皆さんが、この研修を通じて公益資本主義の真髄を自分のものとし

て理解することによって、社会の一員としてのそれぞれの立場で世の中の事象

を的確に捉え、社会に貢献できる行動に踏み出すことを期待します。

ロート製薬 (株)
代表取締役会長

山田　邦雄 氏

日本は便利で恵まれた環境がある一方、未来への希望を失っている人も少

なくありません。自分そして仲間の力を信じ、より善い社会、より善い世界と

未来に向けて、様々な課題に挑戦して欲しいと思います。

その答えを見つけてほしい
真の経営者に求められるものは何か？

」

「

アライアンス・フォーラム財団
評議員兼カウンシルメンバー

SKグローバルアドバイザーズ (株)
代表取締役

主催者代表メッセージ

　いま日本は、米国や中国に代表される経済的/軍事的大国の間で、埋没されつ

つあります。豊かな中間層を作ろうにも、株主第一主義が蔓延った日本では、国

民の所得は伸びず、経済は停滞し、あらゆる社会問題が露呈してきました。 

　一方でGDPだけを見れば、世界のトップに君臨している米国や中国も、実情は

格差問題や国家間における対立問題など様々な致命的社会問題を抱えており、

両国が実践している株主資本主義あるいは共産主義では、良き社会が永続しな

いことは明らかです。

　今こそ、世界中に教育を受けた健康で豊かな中間層を創り出す「公益資本主

義」を日本から世界に示す時です。現在のデフレスパイラルを脱却するためには

、私たち一人一人が「会社は社会の公器」という考え方と共に、目先の利益に惑

わされずに、大義と確固たる意志を持ってチャレンジしていく必要があるのです。

　公益資本主義研修では、これまでに総勢約200名に公益資本主義の真髄を学

んで頂き、会社だけでなく、社会に貢献することも見据えた広い視野を持ち、社内

外問わず自信を持って自分の意見を言える胆力のある人材が育つ環境を提供で

きたのではないかと思います。皆様には、是非第10期研修にご参加頂き、会社と

日本の未来構築を担う存在になって頂きたいと思います。

アライアンス・フォーラム財団　会長

原　丈人




